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「ここに、ヨナにまさるものがある。」

(ルカによる福音書 11章 32節 )

主イエスはご自分の もとに集 まって くる

人々に、「今の時代の者たちはよこしまだ。し

るしを欲 しがるが、ヨナのしるしのほかには、

しるしは与えられない」 と、非難する言葉を

発せ られました。

しるしそのものに悪い意味はあ りません。

聖書では、奇跡 としるしが同じような意味で

用い られています。その出来事を通 して神の

力が現れ、神 とそ うでないものとを区別する

しるしになるのです。 しるしを見て、イエス

様を信 じた人がたくさんいました。 しかしこ

こでは、 しるしを欲 しがることが良くないこ

ととされています。それは、主イエスの悪霊

退治をその日で見ながら、満足 しないで、さ

らに 「天からのしるし」を求めた人がいるか

らです (H:15)。

不思議なこと、常識ではわからないことを

求めるとい うのは古今東西 どこにでもありま

す。私たちも、心の底ではそ うい うしるしを

欲 しがつているのです。

神がしるしを与えて下 さることと、人間が

しるしを求めることはまったく違 うことがら

です。ユダヤ人は歴史的に、神から多 くのし

るしを与えられていました。 しかし、そ うで

あれば、何 よりもまず神の前にけんそんにな

つて、感謝の気持ちを忘れないことが大切だ

ったのに、彼 らはそ うはせず、「天からのしる

しを見せてくれ」 と言つて、さらに刺激的な

しるしを求めるのです。主イエスはそこに、

人々のおごりをご覧にな りました。

しるしを求める人間の根底には、相手を信

じきつていない心があります。たとえば男女

間で、「私を愛 しているなら、これをしてちょ

うだい」などと無理な要求をする場合があり

ます。本当に相手を信 じていればそんなこと

はしません。 これ と似たことが神 と人間の間

で起こっています。人々の要求は、「あんたが

神から遣わされた方なら、もつとすごいこと

TEUFAX

θ

"・
238‐θイ59

2012年 7月 発行
を見せてほしい」というものでした。
主イエスはその時、「ヨナのしるし」のこと

を言います。ヨナは神から異邦人の都ニネベ

に遣わされてみ言葉を宣べ伝え、人々を悔い

改めに導いた人です。ヨナはニネベで、神が

告げた通り、「あと四十日すれば、エネベは滅
びる」と告げてまわりました。すると、意外

なことにニネベの人々はヨナの言葉を聞いて、
断食してひたすら神に祈 りました。神は彼 ら
が悪の道を離れたことをご覧になって、この

都を滅ぼすことをおやめになりました。「ニネ
ベの人々は、ヨナの説教を聞いて悔い改めた」

(11:32)。 すなわち「ヨナの説教」こそがし

るしでありました。
主イエスは、お前たち不信仰な者たちにも

ヨナのしるしは与えられると言われます。そ

れは説教です。「ここに、ヨナにまさるものが

ある」、主イエスの説教はヨナの説教にはるか

にまさるもので、それは世界中に届くのです。

先日、金環日食がありましたが、かりに主

イエスが金環日食の奇跡を起こされたとした

ら、人々は喜んで、これこそ天からのしるし

だと言つたことでしょう。しかし、それで本

当の信仰が生まれるでしょうか。そんなこと

でイエス様を信じたとしても、その信仰は吹

けば飛ぶようなものでしかありません。

教会は人をあっと言わせる天からのしるし

ではなく、日曜日ごと、人がたくさん集まっ

てもそうでなくても、み言葉をただ伝えて行

く、すなわち説教というたいへん地味な方法
でもつて伝道してきたのです。
だから皆さんも、自分勝手な思いから天か

らのしるしを求めても与えられませんが、み

言葉だけは与えられます。み言葉しか与えら

れないと思われるかもしれません。しかしみ

言葉こそが私たちの人生を輝かせるのです。
これによつて主イエスが今の時代に対してし

るしとなつておられます。

政治、経済、あらゆるところで行き詰まり

と閉塞状況に直面している日本を救 うのもみ

言葉であることを覚えたいものです。

(2012年 6月 3日 の礼拝説教より)

牧師 井上 豊
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